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患者様へのメッセージ 

 

 先月は 5回目の健康講座を行いました。数日前に台風が来るとの予想で学校も休校になり、

ましたが、ほとんど風も吹かず拍子抜けした気分でした。ですが、災害に見舞われなかった

ということにほっとしました。台風の北上に伴い、羽田が閉鎖されたらどうしようとやきも

きしましたが、当日は少々の遅れはあったものの無事に小峰先生が佐賀空港に到着され一安

心しました。 

 小峰先生の講演は初めてお聞きになる方には刺激の強い内容であったかと思います。歯科

医院における消毒について不安を持たれる方もいらっしゃるかもしれません。当院では早く

から滅菌対策には力を入れております。タービン（歯を削る道具）は毎回滅菌したものを使

い、ユニット（治療台）の中を通す水はもちろん、洗面所や洗濯機の水もすべて殺菌水を使

っていますのでご安心下さい。その他、砂糖の害や薬剤の副作用など、日常生活の中で振り

返る必要があることを感じていただけた方も多かったのではないでしょうか。 

 私も咀嚼の重要性と体との関係、スマイルトレーニング等についてお話しさせていただき

ました。DVDに収録しましたので、出来上がってきたら待合室でご覧ください。今まで学んで

きたことを患者様にお伝えし、日々の生活に役立てていただきたいと思って始めた健康講座

です。来年はアンチエイジングの分野で日本を代表する素敵な先生をお招きする予定です。

ご期待ください。 
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私が毎月購読している「致知」という雑誌があります。とても硬い内容の本ですが、人生の指針となるお話が多

く、じっくりと読んでいます。 

 その致知出版社から「偉人を育てた母の言葉」という本が先ごろ出版されました。それに伴い、読者に対して、

自分の母への感謝の言葉コンテストの応募がありました。 

 胸を打つ文章がたくさんありましたので、ご紹介させていただきます。 

 

大賞  

Ｓ・Ｉ様 静岡県 

男性の職場は、真剣に仕事の提案をしても女性は相手にされず、悩む私に母は、“それでも「そこ」が自分の

居場所だよ。「そこ」で花を咲かせて”嫁ぎ先でもその言葉に生かされて良い人生で無事定年退職致しました。 

 

大坪社長特別賞  

Ｋ・Ｙ様 福島県 

「お前は神様みたいなこと言うね」誠実で働きすぎた母が病気になり、何も愉しくないと言った。「お母さん

が居てくれて僕は嬉しいし、生きていることに感謝だよ」と言った。かつて母から学んだことだった。 

 

優秀賞 

Ｒ・Ｉ様 愛知県 

私は、四人兄弟姉妹の末っ子。日雇いの土木作業で働く母から、「おかあちゃんは、お前が帰る時間には家の

方を向いて『お帰り』と言うてるからな」と聞かされ、母に喜んでもらえるようにと、何事にも頑張りました。 

 

Ｔ・Ｓ様 東京都 

産まれたばかりの長男を抱いている妻に私の母が「この子のためなら死ねると思えるでしょ」と一言。それ程

の想いで私を育ててくれたのだと衝撃を受けたのと同時に、我が子を育てる覚悟を与えてくれた。 

 

Ｉ・Ｎ様 岐阜県 

「代われるものなら代わってやりたい」私が以前、三日間意識不明という不慮の事故に遭った時、老母が病院

のベッドの横で私の手を握りしめ祈り続けてくれた言葉で生き返ったのです。親の大恩に感謝。 

 

Ｅ・Ｉ様 東京都 

母が亡くなる前、混濁する意識の中、優しく穏やかに「私の娘、エリちゃん」と口にした、たったその一言。

母の娘という平凡で当たり前なことが、尊い奇跡と気付かされ、自分という存在の誇りを揺るぎなくされまし

た。 

 

Ｋ・Ｋ様 埼玉県 

父が六人の子を残し、急死。東京に就職して間もない長男の私。告別式の夜「三年は我慢しろ。人に迷惑はか

けるな。恩は石に刻め。母ちゃんは大丈夫だ」と涙の言葉。あれから四十年。母八十九歳。私は今も出稼ぎ中。 



 

Ｙ・Ｔ様 愛知県 

「心棒は鉄で強いものじゃ心棒は辛抱に通じる。強い心になれば車輪は回る」困った時そう言って励ましてく

れた母 昨年三月、百一歳で他界しました。私達子孫への言霊として心の中で生きています。お母さんありが

とう。 

 

Ｓ・Ｈ様 滋賀県 

「どんな事があっても決して笑顔だけは忘れてはいけないよ」母の言葉に笑顔で明るく生きることの大切さを

教わりました。そんな周りを灯す人になれるように明るくそして笑顔を大切に持って毎日を歩んでいきます。 

 

Ｒ・Ｙ様 広島県 

「お任せ！ お任せ！ 浅はかな計らい心は捨て 慌てず急がず全てを神様に委ねる気持になれば 丁度良

い時丁度良いようにして下さるからね」。繰り返し伝え残して四年前幽明境を異にした母。今もなお深く私の

命に息づく。 

 

審査員コメント 

大坪信之氏（株式会社コペル社長） 

子が病めば替わってあげたいと願い、喜び悲しみをその子以上に感じる母の言葉は、優劣のつけようもなく胸

に沁み入り涙がこぼれます。 

一日でも放っておかれると死んでしまう赤子であった我々は、母の存在に無条件に愛され、育まれて大人にな

ることができました。 

一人一人の心の支えとなった、母から受けた愛の記憶。我が子を想い、祈りを込めて伝えた願い。お寄せ頂い

た美しい言葉たちに込められた愛の深さに感動し、心が震えました。 

 

白駒妃登美氏（株式会社ことほぎ社長） 

歴史上の人物や地元で感謝され、愛され続ける人物の生きざまを紐解いていくと、そこには一つの共通項が見

つかります。それは「母親力」です。 

「私を支えた母の言葉」にご応募くださった作品の全てに、わが子を愛する母親の深い愛情が、そして与えら

れた場で自分の生き方を磨き上げていくという日本人の美徳が溢れていて、心から感動しました。 

私も二人の子を育てる母として、日本人の美徳と誇りを伝えていこうと決意を新たにしました。 

 

私も、同居している母とは口げんかは日常茶飯事です。しかし、最近年をとってきたためか、

幼いころのことをふと思い出すことが多くなり、両親が大切に育ててくれたことに改めて感謝す

るようになりました。母もたびたび入院するようになり、今更ながら、自立せねばと思いつつ、

家事に追われる毎日です。 
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